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大阪市航空写真（昭和 3年） 

おおさかしこうくうしゃしん（しょうわ 3ねん） 

 

分野／部門 

有形文化財／歴史資料 

 

所有者 

大阪市 

 

所在地 

大阪市北区中之島 1 

 

紹介 

 
 現在知られている最も古い広範囲の航空写真は、大正 11 年（1922）の香川県善通寺の軍

隊施設を中心に撮影されたものである。大正 12 年に起った関東大震災の直後、災害復興の

ため、下志津飛行学校が東京全域を撮影し、都市計画に航空写真が資料として採用されると

ころとなった。 

 

 昭和 3 年（1928）10 月に撮影された大阪市航空写真は、大阪市都市計画局と内務省土木

局が各務原飛行第 2連隊に依頼して作成したものである。乾板、現像液、ガソリン等の費用を

大阪市が負担し、乾板と密着焼を軍から一式貰い受けてモザイク写真を作成した。このうちオ

リジナルの紙焼が存在している。市域のほとんどすべてを網羅するという、広い範囲の連続し

た航空写真としては、全国的に見ても黎明期のもので、昭和 17 年（1942）の大阪市航空写

真とともに、昭和初期の大阪の様子を知るための貴重な歴史資料である。 

「マップナビおおさか」により航空写真（昭和 3年）を閲覧できます。こちらをご覧ください。 

 

https://www.mapnavi.city.osaka.lg.jp/osakacity/Map?mid=65


基礎データ 

• 紙焼枚数  318枚 

• 画面  13cm×18cm 

• 写真縮尺  8000分の 1 

• 画面重複度  約 30％ 

• 撮影期間  昭和 3年 10月 11日から 6日間 

• 器材  ツアイス社製航空カメラ 
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